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いじめられ登校拒否傾向に陥った女子中学生
への感情表出 トレーニング適用事例の検討































































のである｡稲垣 ･犬塚 (1995b)は,TEEの基本姿勢として ｢寄りそい (towardness)｣











































































学年 ･年齢 ･性別 :公立中学校2年生｡14歳｡女子｡
主 訴 :いじめによる登校拒否傾向｡
家 庭 環 境:祖父,父,母,K子,弟｡姉弟仲はよい｡





































(5) グルーピング:書き出されたカードを (+)と (-)の感情別に分類させた｡
(6)領域ごとに,自分にとって感情レベルの深い順に重みづけをさせた｡


















































































の自分の感情を押し殺すという偽 (仮性)適応をしていたこと,③ トレー ナーに対しても,
あるがままの自分をさらけ出せないでいたこと,を示唆している｡それに対し,トレー ナー
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2) 稲垣 (1996b)は,この用語について ｢健全な方向へ向かおうとする純粋性や意欲｣を表すと
説明し,さらに大乗仏教 (如来蔵思想)や実在哲学 (存在論)に依拠しつつ ｢人には人を人たら
しめる善なる性質が,時間や空間に制約されずに,本来的に内在している｣と解説を加えている｡
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K子の ｢今週の3大目標｣と自己評価の変容
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目 標 自己評価得点
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TEEIO
TEEll
TEE12
① 自分からみんなの中に入っていくように頑張る｡
② みんなと1年の時みたいに仲よくできるようにする｡
③ 何でも話せる友達になりたい｡
① 自分からみんなの中に入っていくように頑張る｡
② 明るくニコニコする｡
③ 話してくれる友達を大切にする｡
(∋ だれとでも話せるようにする｡
② もっと中へ入る｡
③ 5人を大切にする｡
(》 頑張らないで頑張る｡
② 自分を大事にする｡
③ ある程度割り切れるようにする｡
(9 1年に対してやさしくする｡
② あまり頑張らずにマイペースでやる｡
③ 少しずっ話せる人をふやす｡
(D おこらない｡
(診 今までみたいに,もごもごと言わない｡
③ マイペースでやる｡
① 部活を一生懸命やって,怒られないようにする｡
② 言葉使いを丁寧にする｡
③ マイペースで自分を大事にする｡
① 気持ちをらくにする｡
② 何でも話せる友達を作る｡
③ 1年と仲よくする｡
① 思ったことを我慢しないで言ってみる｡
② けんかしてもいいから,自分を出す｡
③ 今,話せる友達を大事にする｡
① 今の友達を大事にして,ふやす｡
② 自分を出す｡
③ 自分の気持ちを大事にする｡
① 言いたいことを言う｡
② 無視する人の事を気にしない｡
③ 頑張らないでできるだけ自分を出す｡
(丑 堂々と強気でいる｡
② 無視しても無視する｡
③ 言いたいことを言うようにする｡
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